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読
者
の
皆
さ
ん
は
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
教
育
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
覗
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
ど
こ
の
地
方
公
共
団
体
で
も
教
育
振
興
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
る
の
を
ご
覧
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す 
１）

。
そ
こ
で
は
、
目
指
す

目
標
と
基
本
的
な
方
針
（
方
向
性
）
が
示
さ
れ
、
こ
の
方
針
の
中
に

生
涯
学
習
の
推
進
に
関
す
る
項
目
が
出
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
住
い
の

地
方
公
共
団
体
の
内
容
を
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
障
害
者

の
生
涯
学
習
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
の
課
題
が
こ
の
中
に
隠
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
推
進
に
関
す
る

有
識
者
会
議
（
以
下
、
有
識
者
会
議
）
は
、
平
成
30
年
３
月
の
第
１

回
会
議
か
ら
約
１
年
間
、
全
16
回
に
わ
た
っ
て
14
名
の
委
員
が
議
論

に
加
わ
り
、「
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
推
進
方
策
に
つ
い
て 

―
誰
も

が
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
共
に
学
び
、
生
き
る
共
生
社
会
を

目
指
し
て
―
（
報
告
）」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
有
識
者
会
議
設
置
の
直
接
的
な
き
っ
か
け
は
、
平
成
29
年
４
月
、

当
時
の
松
野
文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
「
特
別
支
援
教
育
の
生
涯
学
習

化
に
向
け
て
」
と
題
す
る
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
障
害
者
が
一
生

涯
を
通
じ
て
教
育
や
文
化
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
福
祉
や
労
働
も
含
め
た
関
係
施
策

を
連
動
さ
せ
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
考
え
の
下
に
有
識
者
会
議
は
設
置
さ
れ
た

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
他
方
、
有
識
者
会
議
を
設
置
し
た
も
う
一

つ
の
意
図
と
し
て
、
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
第
24
条
に
明
記

さ
れ
て
い
る
「
障
害
者
を
包
容
す
る
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
教
育
制
度
及

び
生
涯
学
習
を
確
保
」
と
あ
る
う
ち
、「
生
涯
学
習
の
確
保
」
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
た
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

有
識
者
会
議
で
は
、
当
初
、
障
害
者
学
習
支
援
推
進
室 

２）

か
ら
、

文
部
科
学
省
の
障
害
者
の
生
涯
を
通
じ
た
多
様
な
学
習
活
動
の
充
実

に
関
す
る
取
組
状
況
の
報
告
に
続
い
て
、
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合

研
究
所
か
ら
「
障
害
者
の
生
涯
学
習
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
（
平

成
30
年
３
月
）」
報
告 

３）

を
受
け
ま
し
た
。
学
校
卒
業
後
の
障
害
者

の
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

の
実
態
、
体
制
整
備
の
状
況
等
の
全
国
的・基
礎
的
デ
ー
タ
を
収
集・

分
析
す
る
と
い
う
こ
と
で
の
都
道
府
県
、
市
区
町
村
、
特
別
支
援
学

校
の
悉し

っ
か
い皆

調
査
報
告
で
し
た
。
調
査
の
詳
細
は
省
略
し
ま
す
が
、
障

障
害
者
の
生
涯
学
習
へ
の
期
待

　
～
障
害
者
の
生
涯
学
習
を
支
え
る
基
盤
整
備
の
充
実
を
願
っ
て
～

全
国
特
別
支
援
教
育
推
進
連
盟
　
理
事
長

宮
　
﨑
　
英
　
憲

★
☆★☆彡
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害
者
の
生
涯
学
習
の
基
盤
の
脆
弱
さ
は
、
私
に
と
っ
て
想
定
以
上
の

も
の
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
有
識
者
会
議
報
告
の
第
１
章
で
も
ふ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
に
あ
っ
て
も
、
多
く
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
す
る
中
で
、
す
ば
ら
し
い
実
践
事
例
が
全
国
各
地
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
事
例
を
基
に
議
論
を
重
ね
、
障
害
者
の
生

涯
学
習
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
具
体
的
な
方
策
に
つ

い
て
報
告
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
第
５
章
で
は
、
具
体
的
な
成
果
指
標
を
掲
げ
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
今
後
の
展
開
に
よ
っ
て
成
果
指

標
が
変
化
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
事
項
の

例
と
し
て
５
項
目
が
挙
げ
て
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、『 

都
道
府
県
・

市
町
村
で
教
育
振
興
基
本
計
画
や
障
害
者
計
画
等
に
「
障
害
者
の
生

涯
学
習
」
に
関
す
る
目
標
や
事
業
を
位
置
付
け
て
い
る
割
合
の
向

上
』、『
障
害
者
の
生
涯
学
習
に
関
す
る
実
態
把
握
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
う
都
道
府
県・市
町
村
の
割
合
の
向
上
等
』

で
す
。
こ
う
し
た
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
、
学
び
の
場
や
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
身
近
に
感
じ
る
障
害
者
本
人
の
割
合
が
向
上
す
る

こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
有
識
者
会
議
の
報
告
を
受
け
た
文
部
科
学
省
で
は
、
第
４
章
で
言

及
さ
れ
た
障
害
者
の
生
涯
学
習
に
向
け
た
早
急
に
実
施
す
べ
き
取
組

に
つ
い
て
の
具
体
化
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
副
大
臣

の
も
と
に
平
成
31
年
１
月
に
決
定
さ
れ
た
「
障
害
者
活
躍
推
進
プ
ラ

ン
」
策
定
の
中
に
、「
学
校
卒
業
後
の
生
涯
に
わ
た
る
多
様
な
学
び

を
応
援
す
る
～
障
害
者
の
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
～
」
の
位
置
づ
け

が
さ
れ
る
等
、「
学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
支
援
に

関
す
る
実
践
研
究
事
業
」
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

29
年
４
月
及
び
平
成
31
年
２
月
に
改
訂
さ
れ
た
特
別
支
援
学
校
学
習

指
導
要
領
で
も
、
生
涯
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
る
指
導
に
つ
い
て
の

書
込
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
取
組
内
容
・
解
説
等
は
本
特
集
の
総
論

１
・
総
論
３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　
障
害
者
の
生
涯
学
習
に
つ
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
大
学
、

特
別
支
援
学
校
、
社
会
福
祉
法
人
や
企
業
等
の
民
間
団
体
に
よ
る
基

盤
整
備
が
進
み
、誰
も
が
、障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
共
に
学
び
、

生
き
る
共
生
社
会
が
実
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

１） �

教
育
基
本
法
の
第
17
条
の
２
項
で
は
、
地
方
公
共
団
体
は
、
国

が
定
め
る
教
育
振
興
基
本
計
画
を
斟
酌
し
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
教
育
の
振
興
の
た
め
の
施
策
に
関

す
る
基
本
的
な
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

２） �

文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
29
年
４
月
に
生
涯
学
習
政
策
局
生
涯

学
習
推
進
課
に
障
害
者
学
習
支
援
推
進
室
を
設
置
し
、
大
臣
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
込
め
ら
れ
た
「
特
別
支
援
教
育
の
生
涯
学
習
化
」

に
向
け
た
様
々
の
施
策
展
開
の
要
と
し
て
活
動
し
て
き
て
お
り
、

有
識
者
会
議
の
運
営
を
も
担
っ
た
。（
平
成
30
年
10
月
か
ら
文
部

科
学
省
の
組
織
改
編
に
伴
い
「
総
合
教
育
政
策
局
男
女
共
同
参

画
共
生
社
会
学
習
・
安
全
課
障
害
者
学
習
支
援
推
進
室
」
と
改

称
さ
れ
て
い
る
。

３） �

平
成
29
年
度
文
部
科
学
省
委
託
事
業
「
障
害
者
の
生
涯
学
習
に

関
す
る
実
態
調
査
」
報
告
書

　

�（
平
成
30
年
３
月
）　
独
立
行
政
法
人　
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合

研
究
所

※
編
集
部
(注）�
：
筆
者
の
宮
﨑
英
憲
氏
は
、
学
校
卒
業
後
に
、
お
け
る

障
害
者
の
学
び
の
推
進
に
関
す
る
有
識
者
会
議
の
座
長

を
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
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